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造幣さいたま博物館内のショップでは貨幣にちなんだグッズを買う
ことができます。 　　  次回発行予定：8月15日（年３回発行）

　図書館のカウンターでこんな相談を受けることがあります。
「学校の宿題で、古い新聞記事を探したい。でも、いつ頃の新聞に載っているか全くわから
ない。新聞の縮刷版を 1ページずつめくって探さないといけないの？」

　そこで活躍するのが新聞記事データベース。図書館にある専用のパソコンで、新聞記事を「キーワード」
で検索することができます。例えば、紙幣のデザイン変更の変遷を調べたいときは、「紙幣　デザイン」
や「紙幣　変更」などのキーワードを入力すると、紙幣のデザイン変更に関する記事が、古いものから
現在まで一覧で表示され、記事本文を閲覧することができます。印刷（有料）も可能です。

　さいたま市図書館では、新聞記事データベース以外にも、官報や法律情報、企業情報などを調べるデー
タベースを導入しています。データベースの詳しい内容や導入館は、さいたま市図書館ホームページを
ご覧ください。
https://www.lib.city.saitama.jp/contents?pid=13

（注）新聞記事データベースは、さいたま市図書館の一部の館で導入しています。データベースの種類によって、   
　　 収録範囲や検索可能範囲は異なります。

調べものに便利！オンラインデータベース

（下の二次元コードを読み込んでください）

　さいたま市が主催し、市民の文学活動の充実と
日本現代短歌界の振興を目的に、歌壇に新風をも
たらす歌人を表彰してきた「現代短歌新人賞」。
その第 22回受賞作が山木礼子さんの『太陽の横』
（短歌研究社 2021 年刊）に決まりました。

「若い女性の歌がきわだつ時代。社会人として
仕事を持ちながら、育児にいそしむ歌も、そ
の苦闘する葛藤を掘り下げた、新しいタイプ
が出現する。男性社会へのきびしい批判が顕
在した受賞作は、まさしく現代の歌である。」

　受賞作品や選考過程については、雑誌
「歌壇」2022 年 3 月号（本阿弥書店）に
記事が掲載されました。さいたま市図書
館で所蔵していますので、ぜひご覧くだ
さい。

（選考委員長講評　さいたま市ホームページより）
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